
 

 

 

 

 
 
６月に入りました。今年の５月は肌寒い日もありましたが、大変過ごしやすく、修学
旅行や遠足、授業参観や橘ウォークラリーなど、様々な行事を無事に終えることがで
きました。校外学習に出かける学年も多く、地域の皆様と触れあう機会も多く持つこ
とができました。学校は地域の皆様に支えられて存在しています。今年度も、防災学
習はもちろん、地域学習についても深めていきたいと考えておりますので、保護者の
皆様にもご理解・ご協力いただけたらと思います。 
 本日６月６日（金）の朝の活動では、のびのび班第一弾の活動としてクリーンタイム
を実施し、全校児童で運動場の草抜きに取り組みました。梅雨時期を前に、運動場
の草がものすごい勢いで生えてきており、教職員の作業と児童の草抜きだけでは追
いつかない状況になっています。６月８日（日）のＰＴＡ資源物資回収後には、奉仕作
業も予定しております。お休みの日で大変恐縮なのですが、ご都合がつきましたらご
参加いただきますようお願いいたします。 

 
クリーンタイムに運動場の草抜きを
頑張る子どもたち。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※６月２６日（木）に実施予定の給食試食会の申込み締め切りが６月１０日（火）となっています。ぜひご参加ください。 
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 橘小学校ホーム
ページの 

QR コードです。 

学校キャラクター「たちばにゃん」 

 創立１５１年目のスタート「地域とともに未来を創る橘小学校」 
      

「輝け！橘っ子」通信 
 

学校教育目標「ともに生きる力としなやかに伸びる力をもち、たくましく夢を追求する児童の育成」 
  めざす学校 「笑顔・あいさつ・思いやりがあふれる楽しい学校」 

  

２年生、町探検 
 ５月３０日（金）、2 年生の子どもたちが町探検に出かけま
した。今回は、防災公園と岸亀海産さんを見学させていただ
きました。岸亀海産さんでは、その日に水揚げされたシラス
を釜ゆでし、天日干ししたものをすぐに店頭に並べているそ
うです。特別に加工場も見学させていただき、できたてのチ
リメンまでいただきました。作業場にはシラスをゆであげる、
おいしそうなにおいが充満していました。チリメンを少し分け
ていただき食べてみましたが、潮の香りがして「ほっぺたが
おちるほどおいしかった」と感想を書いていました。新鮮な
海産物が手に入るお店がある橘町はすてきです。ご協力い
ただいた岸亀海産さん、ありがとうございました。 
 

  
どんな商品をおいてあるかな。 できたてのちりめんをいただきました。 

 

プール掃除をしました！ 
 ６月４日（水）、3 年生から 6 年生までの児童が力を
合わせてプール掃除をしました。１年ぶりのプールサイド
に立った子どもたちは、もうそれだけで大興奮。たわしや
デッキブラシを握る手にも力が入りました。プールの底につい
たこけをこすり落とすのは本当に大変でしたが、きれいなプー
ル、きれいな水で水泳学習ができるようにと子どもたちはよくが
んばりました。お疲れ様でした。来週、6月11日（水）はいよいよ
プール開きです。お天気が心配されますが、晴れることを祈るの
みです。 

  
プールに入ってひたすらこすります。 汚れがおちると気持ちいい！ 

 

３年生、和光神社見学！ 
 ５月２８日（水）、3 年生の子どもたちが鵠地区にある和光
神社で津波碑について学習しました。自主防災会の山本さ
んのご指導で、鵠地区が昭和南海地震津波やチリ地震津
波の被害にあったこと、そのたびに地域の人が力を合わせ
て地域を復興させてきたことについて学ぶことができまし
た。近い将来発生が懸念されている南海トラフ巨大地震で
すが、今年３月に被害想定が改訂され、阿南市では最大津
波高が１５ｍ、１ｍの津波到達時刻が１２分との想定が出さ
れています。地震発生は避けられないとしても、被害を小さく
するために今から準備できることはあります。この学習をき
っかけに防災学習に取り組み、いざというときに自分の命を
自分で守ることができる力をつけてほしいと願います。 

  
和光神社では津波碑を見学。 高台の避難場所から町を見下ろす。 

 
 

４年生、エコパーク見学 
５月２８日（水）、４年生の子どもたちが小勝島のエコ
パーク阿南の見学学習に出かけました。４年生の社会
科では、ゴミの処理について学びます。ゴミ収集車が
次々とゴミを運び込む様子やペットボトル・プラ容器・缶
などの分別を間近に見た子どもたちは、ゴミ処理には
大変な手間・時間・お金ががかかっていることを知ると
ともに、ゴミ減量のために３Ｒ（ゴミを減らす・再利用す
る・再生する）をがんばることが大切だということを学ぶ
ことができました。 

  
収集車がひっきりなしに出入りしていました。 缶やペットボトルの手選別の様子を見学。 

 
 


